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開設しました
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会長
中俣 薫さん

　「食ベル、遊ベル、駅横ベル通り」をモットーに、楽しさあふれる商店街づくりを目指す！　ターミナル
駅前の立地ということもあり、たくさんの観光客が訪れます。飲食店では鹿児島の味を楽しめます。また、
駅からの通り道でもあり、周辺で働く人も多い。地元の皆様にも親しんでいただいています。近隣の商店街
と連携した企画・イベントにも積極的に参加。鹿児島中央駅周辺地域の発展に貢献できるように、会員みん
なで頑張っています。

【会長からのメッセージ】

ベル通り商店街 〈鹿児島市中央町〉

設立：1948年頃　組合員数：67名
公式ホームページ：https://belldori.com
JR鹿児島中央駅の南に伸びる商店街です。もともとは鉄道貨物引込線沿
いに形成された街で、旧称は「平和通り」。1994年に「ベル通り」と改
称され、これは平和の鐘や発車ベルに由来します。駅の乗降客をはじめ、
人通りは賑やか。飲食店が多く、名店揃いです！

中央町ベル通り会

鹿児島市の商店街を巡る 共研公園

鹿児島
中央駅

ココココ

■該当箇所　3ページ　「第43期鹿児島商工会議所1号議員」の名簿
正：鹿児島空港ビルディング株式会社
　 ※上記企業の会社名を掲載しておりませんでした。
誤：鹿児島海陸運送株式会社
　 ※上記企業は2号議員で、2号議員名簿と重複して掲載されておりました。

【お詫びと訂正】会報「11月号」の掲載内容の誤りについて
当所会報誌「アイム11月号」に掲載しました第43期鹿児島商工会議所1号
議員名簿に誤りがございました。
ご迷惑をお掛けしましたことを深くお詫び申し上げますとともに、ここに
訂正させていただきます。



第
43
期
役
員
・
議
員
の
顔
ぶ
れ

2アイム 2022.12

鹿
児
島
商
工
会
議
所 

第
43
期
役
員
が
決
ま
る

　
当
商
工
会
議
所
は
令
和
4
年
11
月
１
日
に
第
2
7
2
回
臨
時
議
員
総
会
を
開
催

し
、第
43
期
役
員
を
選
任
し
た
。会
頭
は
引
き
続
き
、岩
崎
産
業
の
岩
崎
芳
太
郎
社
長

が
選
任
さ
れ
た（
4
期
目
）。副
会
頭
4
人
に
は
、南
海
食
品
の
渕
本
逸
雄
会
長
、南

生
建
設
の
川
畑
孝
則
会
長
、鹿
児
島
テ
レ
ビ
放
送
の
前
田
俊
広
社
長
、高
島
屋
開
発

の
犬
伏
和
章
社
長
、専
務
理
事
に
山
下
春
洋
氏
が
再
任
さ
れ
た
。な
お
、第
43
期
の

役
員
、議
員
の
任
期
は
令
和
7
年
10
月
31
日
ま
で
と
な
る
。

　
11
月
１
日
の
臨
時
議
員
総
会
で
、会
頭
の

選
任
が
行
わ
れ
、出
席
し
た
議
員
か
ら
岩
崎

会
頭
の
第
42
期
の
功
績
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
た
。﹁
岩
崎
会
頭
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
が
長
引
く
中
で
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
に
対
す
る
経
営

支
援
の
機
能
強
化
や
、Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
Ｅ
ａ
ｔ
食

事
券
の
発
行
事
業
、さ
ら
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
共
同
接
種
事
業
な
ど
、様
々
な
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
﹂。
そ
し
て
、同
議
員

よ
り
﹁
次
の
３
年
間
も
会
頭
に
就
い
て
、鹿

児
島
の
経
済
界
を
盛
り
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
﹂
と
推
薦
を
受
け
、満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。
続
投
が
決
定
し
た
岩
崎
会
頭
は
、

就
任
の
挨
拶
の
中
で
、﹁
皆
さ
ん
の
支
援
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、結
果
を
残
し
て
こ
ら
れ

た
。
第
43
期
の
３
年
間
は
、少
子
高
齢
化
や

人
手
不
足
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
鹿
児
島
が
直

面
し
て
い
る
課
題
は
多
い
が
、現
実
か
ら
目

を
背
け
る
こ
と
な
く
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
よ

り
良
い
鹿
児
島
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
﹂
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
会
頭
の
選
任
に
引
き
続
き
、副
会
頭
、専

務
理
事
、常
議
員
、監
事
、名
誉
顧
問
、特
別

相
談
役
、特
別
顧
問
が
選
任
さ
れ
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
な
お
、各
役
員
、議
員
は
次
の
通
り
。

︵
敬
称
略
︶

岩
崎 

芳
太
郎

岩
崎
産
業︵
株
︶

　
代
表
取
締
役
社
長

犬伏 和章
高島屋開発(株)

代表取締役

山下 春洋 前田 俊広
鹿児島テレビ放送(株)

代表取締役社長

川畑 孝則
南生建設(株)

代表取締役会長

渕本 逸雄
南海食品(株)

代表取締役会長

会　頭

副　　会　　頭専務理事

挨拶をする岩崎芳太郎会頭
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岩元 修士
金生産業(株)

代表取締役社長

森 俊英
(株)南日本銀行

相談役

三角 皓三郎
(株)Misumi
取締役会長

本坊 修
本坊酒造(株)
取締役会長

東 清三郎
城山観光(株)

代表取締役社長

永山 在紀
南国殖産(株)

代表取締役社長

中野 寿康
(株)南日本放送
代表取締役社長

小牧 隆
小牧建設(株)
代表取締役

河井 達志
(株)カワイ
代表取締役

大西 儀朋
鹿児島海陸運送(株)
代表取締役会長

岩元 正孝
カクイ(株)
代表取締役

永倉 悦雄
鹿児島相互信用金庫

理事長

後藤 孝行
鹿児島信用金庫
代表理事会長

岩元 純吉
(株)山形屋

代表取締役会長

樋口 和光
九州電力(株)鹿児島支店
執行役員鹿児島支店長

佐潟 隆一
(株)南日本新聞社
代表取締役社長

津曲 貞利
日本ガス(株)

代表取締役社長

玉川 哲生
セイカ食品(株)
代表取締役会長

諏訪 秀治
鹿児島トヨタ自動車(株)

代表取締役会長

上村 基宏
(株)鹿児島銀行
代表取締役会長

岩崎 史眞子
いわさきホテルズ(株)

代表取締役

今別府 英樹
今別府産業(株)
代表取締役会長

伊田 尚充
伊田食品(株)

代表取締役社長

有村 和晃
マルエーフェリー(株)

代表取締役

名!

誉!

顧!

問

特!

別!

相!

談!

役

特
別
顧
問
・
常
議
員

特!

別!

顧!

問

常　

議　

員岩男 直哉
マリックスライン(株)
代表取締役社長
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監
　
　
事

議
　
　
員

池田 学
鹿児島中央青果(株)

代表取締役社長

米盛 庄一郎
米盛建設(株)
代表取締役

吉田 健朗
(株)南日本総合サービス

代表取締役

山ノ内 文治
(株)明興テクノス
代表取締役会長

森 克俊
鹿児島交通(株)

取締役

正 吉浩
大正観光(株)
代表取締役

福田 光一
大福コンサルタント(株)

代表取締役会長

今村 英仁
(公財)慈愛会

理事長

出原 照彦
鹿児島県経済農業協同組合連合会

代表理事理事長

市丸 隆二郎
(株)日本観光
代表取締役

春田 滋
(株)ハルタ

代表取締役会長

馬場 甚史朗
(有)薩摩名人会

代表取締役

羽仁 正次郎
(株)ハニ

代表取締役

西村 将男
いわさきコーポレーション(株)

取締役副社長

西中 浩二
(株)日能研九州

代表取締役

東條 正博
(株)東条設計

代表取締役会長

玉利 佳久
(株)タイフク

代表取締役社長

諏訪 健筰
(株)トヨタレンタリース鹿児島

代表取締役会長

中村 忠徳
フィデル・グループ・ホールディングス(株)

代表取締役

竹之内 日出晴
(株)共進組

代表取締役社長

新留 司
(株)新留土木
代表取締役

猪鹿倉 秀武
(医)猪鹿倉会

理事長

飯塚 隆
(株)南九州ファミリーマート

代表取締役社長

島津 公保
南九州クリーンエネルギー(株)

代表取締役社長

笹田 隆司
南九州レンタリーシング(株)

取締役

寿福 一隆
(株)寿福産業

代表取締役会長

押井 啓一
税理士法人押井会計

代表社員

小正 芳史
小正醸造(株)

代表取締役会長
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田尻 和郎
鹿児島ヤクルト販売(株)

顧問

軸屋 忍
(株)鹿児島放送
代表取締役社長

佐野 輝
国立大学法人鹿児島大学

学長

崎田 政治
白露酒造(株)鹿児島営業所

監査役

坂元 昭宏
坂元醸造(株)

代表取締役社長

坂口 雄一郎
(株)フタバ
代表取締役

齊藤 俊英
アクサ生命保険(株)鹿児島支社

支社長

中村 純
(株)ナカムラ

代表取締役会長

鳥井ケ原 孝夫
鹿児島ヨコハマタイヤ(株)

代表取締役社長

徳留 眞一郎
南国生コンクリート(株)

代表取締役社長

寺山 信一郎
鹿児島中央ビルディング(株)

代表取締役

寺師 弘己
日本ガスエネルギー(株)

代表取締役社長

知識 公洋
(株)南給

代表取締役社長

江夏 洋
(株)ニットク
代表取締役

工藤 宰
(株)ＫＣＲ

代表取締役社長

清川 剛久
(株)プラスエスコーポレーション

代表取締役

清川 継一朗
(株)タイヨー

代表取締役社長

河辺 朋周
(株)ニシムタ
取締役部長

打越 龍朗
鹿児島日産自動車(株)

取締役

柏木 敏郎
鹿児島トヨペット(株)

代表取締役副社長

岩崎 麻友子
白露カンパニー(株)

代表取締役

岩田 英明
(名)明石屋菓子店

代表社員

上村 昌志
(株)カミチク

代表取締役会長

髙田 昌実
(医)玉昌会

理事長

高岡 和也
アイ・エイチ・ジェイ(株)

代表取締役

諏訪 純
南九州日野自動車(株)

取締役

下津 昭則
鹿児島国際観光(株)

代表取締役

島津 忠裕
(株)島津興業

代表取締役社長

岩崎 貴光
(一財)岩崎育英文化財団

副理事長

重久 善一
重久公認会計士事務所

所長



第
43
期
役
員
・
議
員
の
顔
ぶ
れ

6アイム 2022.12

柳田 洋
(株)丸屋本社
代表取締役

光山 慎二
(株)九電工鹿児島支店
執行役員支店長

松下 一幸
ネッツトヨタ鹿児島(株)
代表取締役専務執行役員

外薗 勝蔵
(株)外薗運輸機工

相談役

古薗 宏明
鹿児島空港ビルディング(株)

代表取締役社長

藤 喜一
(株)藤絹
取締役

肥後 勝彦
中央工業(株)
代表取締役

米盛 公治
社会医療法人緑泉会

理事長

米倉 秀児
鹿児島中央観光バス(株)

代表取締役

矢野 隆一
鹿児島ビル不動産(株)

代表取締役

原田 清量
(株)山形屋ストア
代表取締役社長

原井 聡明
(株)鹿児島讀賣テレビ

代表取締役社長

林 美智子
三洋工機(株)

代表取締役社長

花岡 郁一朗
(株)肥後銀行鹿児島支店

支店長

萩元 千博
南国交通(株)

代表取締役社長

西 陽一郎
西酒造(株)
代表取締役

二宮 美貴子
鹿児島交通観光(株)

監査役

中村 裕之
九州旅客鉄道(株)鹿児島支社
執行役員鹿児島支社長

西川 雄一
(株)西川海陸輸送

取締役

中村 博之
トヨタカローラ鹿児島(株)

代表取締役社長

新園 輝男
トヨタエルアンドエフ鹿児島(株)

取締役

野村 俊郎
ソフトマックス(株)
代表取締役会長

盛澤 篤司
(株)JR鹿児島シティ
代表取締役社長

森 裕之
鹿児島製茶(株)
代表取締役

宮之原 明子
(株)清友

代表取締役

宮澤 章
ENEOS喜入基地(株)
代表取締役社長

峯元 時秀
(株)ブンカ巧芸社

取締役会長
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株式会社 商工組合中央金庫　鹿児島支店

支店長　矢代 雄一朗さん

TALK
QA

QAQA

変
化
に
強
い
企
業
経
営
を
皆
様
と
と
も
に
考
え
、
実
現
に
向
け
て
お
手
伝
い
し
ま
す

　
商
工
組
合
中
央
金
庫（
商
工
中
金
）の
概

要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
商
工
中
金
は
、
国
と
民
間
の
出
資
に
よ

る
中
小
企
業
の
た
め
の
金
融
機
関
で
す
。

民
間
の
株
主
は
商
工
組
合
・
商
店
街
振
興

組
合
・
事
業
協
同
組
合
な
ど
の
団
体
と
そ

の
構
成
員
企
業
。
ご
融
資
先
も
同
様
と
な

り
ま
す
。
運
転
資
金
・
設
備
投
資
・
新
規
事

業
資
金
な
ど
幅
広
い
用
途
に
対
し
て
融
資

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
協
同
組
合
・
企
業
で
は
そ
れ
ぞ
れ

に
抱
え
て
い
る
課
題
が
異
な
り
ま
す
。
商

工
中
金
は
組
合
・
企
業
に
寄
り
添
い
、一
緒

に
考
え
、一
緒
に
未
来
を
つ
く
り
ま
す
。

　
融
資
以
外
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま

す
。
企
業
が
発
展
す
れ
ば
当
金
庫
を
ご
利

用
い
た
だ
く
機
会
も
増
え
て
い
く
、
と
思

わ
れ
ま
す
。将
来
の
可
能
性
を
大
事
に
し
、

長
い
目
で
見
て
ご
支
援
し
ま
す
。

　
鹿
児
島
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

　
豊
か
で
す
。
鹿
児
島
県
は
農
林
水
産
業

に
お
い
て
全
国
屈
指
の
生
産
地
。
と
く
に

食
材
が
豊
か
で
、
何
を
食
べ
て
も
美
味
し

い
！
　
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
っ
て
、
私
は
料
理
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。こ
ち
ら
に
赴
任
し
て
き
て
、鹿
児

島
の
食
材
の
美
味
し
さ
に
驚
い
て
い
ま

す
。い
い
素
材
が
あ
る
、と
い
う
の
は
鹿
児

島
の
経
済
の
大
き
な
強
み
。
鹿
児
島
の
モ

ノ
を
加
工
し
て
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
、発
信
も
し
て
い
け
る
、と
い
う
わ

け
で
す
か
ら
。

　
観
光
資
源
も
豊
富
で
す
。
特
徴
あ
る
自

然
と
文
化
が
多
く
、
3
つ
の
世
界
遺
産
の

登
録
地
も
あ
る
。
観
光
業
は
コ
ロ
ナ
禍
で

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
が
、
明
る
い
兆

し
も
見
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
海
外
に
行
き

に
く
い
状
況
も
あ
っ
て
、
国
内
旅
行
の
需

要
も
高
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
鹿
児
島

の
良
さ
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
、
観
光

客
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
。

　
今
後
の
展
望
は
？

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
変
化
﹂
で
す
。
世
の
中

の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
企
業
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
大
き
な
転

換
も
必
要
に
。求
め
ら
れ
る
の
は﹁
変
化
に

強
い
企
業
経
営
﹂な
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
商

工
中
金
は
お
客
様
と
と
も
に
走
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
に
と
ら

わ
れ
ず
、
新
し
い
形
の
支
援
策
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
世
の
中
の
変
化
と
い
う
の
は
、
皆
様
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
早
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
最
近
で
は
円
安
や
資
源
高
に
よ
る
物

価
高
騰
が
経
営
者
を
悩
ま
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
働
き
手
不
足
の
問
題
も
。
賃

上
げ
が
大
手
企
業
か
ら
は
じ
ま
り
、
中
小

企
業
に
も
徐
々
に
波
及
す
る
で
し
ょ
う
。

　
す
で
に
コ
ス
ト
増
の
吸
収
が
不
可
能
な

業
種
・
業
態
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
簡
単

に
価
格
を
上
げ
ら
れ
な
い
事
情
も
あ
り
ま

す
。﹁
価
格
を
上
げ
る
必
要
性
は
わ
か
る
け

ど
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
﹂と
い
う

声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
経
済
の
変
化
は
都
市
部
か
ら
は
じ
ま

り
、地
方
へ
と
広
が
り
ま
す
。県
内
だ
け
を

見
て
い
る
と
、
変
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
商
工
中
金
は
各
都

道
府
県
に
支
店
が
あ
り
、
全
国
各
地
の
情

報
に
触
れ
る
機
会
が
多
い
組
織
で
す
。
こ

れ
か
ら
起
こ
る
変
化
を
、
す
こ
し
で
も
早

く
鹿
児
島
の
企
業
に
も
伝
え
て
い
く
。
そ

し
て
、
早
め
早
め
の
対
応
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信

し
た
い
、と
い
う
思
い
も
強
い
で
す
。魅
力

あ
る
資
源
を
活
か
し
て
、
皆
様
と
と
も
に

鹿
児
島
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

やしろ ゆういちろう さん（53歳）

愛知県出身

1993年4月　商工組合中央金庫 入庫

2011年7月　松山支店 次長

2013年7月　押上支店 次長 兼 浦安出張所 所長

2016年7月　彦根支店 支店長

2018年8月　本店 人事部 参事役 兼 人材開発室 参事役

2020年4月　浜松支店 支店長

2022年4月　鹿児島支店 支店長
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会員さん情報 【南国医研】

医
療
現
場
と
患
者
さ
ん
が
喜
ぶ
も
の
を
、し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い

　
取
り
扱
い
商
品
は
医
療
用
機
器
・
用
具
・

消
耗
品
な
ど
、２
０
０
０
点
以
上
に
な
り
ま

す
。例
え
ば
、治
療
の
た
め
の
機
器
、松
葉
杖

や
補
助
装
具
、包
帯
や
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
っ

た
も
の
で
す
。医
療
用
機
器
の
修
理
も
し
て

い
ま
す
。

　
医
療
関
係
者
向
け
に
研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー

も
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
専
門
家
を
講

師
に
招
き
、最
新
の
医
療
機
器
や
医
療
技
術

に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。じ
つ
の
と

こ
ろ
、
こ
ち
ら
の
活
動
の
ほ
う
が
中
心
で

す
。研
修
会
そ
の
も
の
で
は
料
金
を
と
っ
て

い
ま
せ
ん
。
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
お

客
様
に
導
入
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
、と
い

う
わ
け
で
す
。

　
開
業
前
は
同
業
の
企
業
に
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。医
療
機
器
業
界
に
は
40
年
ほ
ど
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
当
初
は
柔
道
整
復
師
の
資
格
を
取
得
し
、

治
療
院
を
開
業
す
る
つ
も
り
で
し
た
。そ
う

思
っ
て
会
社
を
辞
め
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
げ
に
も
関
わ
り
ま
す
。

柔
道
整
復
師
が
主
体
と
な
り
、ス
ポ
ー
ツ
医

学
の
研
究
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

団
体
で
す
。
こ
の
活
動
の
中
で
、
前
職
で
得

た
知
識
を
勉
強
会
で
伝
え
た
り
も
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
方

た
ち
か
ら
機
械
の
修
理
を
頼
ま
れ
た
り
も

し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
﹁
こ
れ

で
開
業
し
ま
し
ょ
う
よ
、鵜
狩
さ
ん
に
や
っ

て
も
ら
え
る
と
助
か
る
か
ら
﹂と
ま
わ
り
か

ら
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
…
…
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
顧
客
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
関
係
者
か
ら
始

ま
り
、紹
介
で
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
皆
様
に
事
業
を
育
て
て
い
た
だ
き
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

　
治
療
院
開
業
に
向
け
て﹁
か
ご
し
ま
創
業

塾
﹂
を
受
講
し
た
の
が
、
鹿
児
島
商
工
会
議

所
と
の
最
初
の
接
点
で
す
。私
自
身
は
治
療

院
を
始
め
な
か
っ
た
の
で
す
が
、こ
こ
で
得

た
知
識
は
今
で
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。お

客
様
の
中
で
独
立
開
業
を
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ
ち
ら
の
お
手
伝
い
を

す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
際
に
は
﹁
開
業
時

に
何
を
す
べ
き
か
わ
か
っ
て
い
る
﹂と
い
う

の
は
大
事
で
す
。

　
今
の
事
業
を
始
め
て
、そ
の
ま
ま
の
流
れ

で
商
工
会
議
所
に
入
会
し
ま
し
た
。小
規
模

企
業
共
済
や
生
命
共
済
な
ど
を
利
用
し
て

い
て
、安
心
感
を
持
っ
て
事
業
に
打
ち
込
め

ま
す
。
ま
た
、
運
転
資
金
の
確
保
に
マ
ル
経

融
資
︵
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
︶
も

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
か
ら
発
信
さ
れ
る
支
援
制

度
な
ど
の
情
報
も
重
宝
し
て
い
ま
す
。と
い

う
の
も
、お
客
様
が
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

て
機
器
を
導
入
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で

す
。販
売
す
る
側
も
制
度
を
し
っ
か
り
と
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
も
の
も
含
め
て
大
切
な
情

報
が
多
く
、こ
ち
ら
に
向
け
て
ア
ン
テ
ナ
を

立
て
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、お
客
様
に
と
っ

て
有
益
な
コ
ト
と
モ
ノ
で
す
。
研
究
者
・
開

発
者
な
ど
の
専
門
家
と
連
携
し
て
、彼
ら
の

仕
事
を
現
場
の
皆
様
に
し
っ
か
り
と
届
け

て
い
く
。
そ
れ
が
、
私
の
役
割
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
専
門
家
や
メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
と
も
に
進

め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
す
。最

近
で
は
、
嚥
下
︵
え
ん
げ
︶
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
用
機
器
の
実
用
化
に
関
わ
り
、普
及

に
向
け
て
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
し
い
機
器
・
技
術
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

で
、医
療
現
場
に
も
患
者
さ
ん
に
も
喜
ん
で

も
ら
え
る
。
研
究
者
や
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に

と
っ
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　
私
が
動
く
こ
と
で
、関
わ
る
す
べ
て
の
人

が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
！
　
そ
う
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

クローズアップ
会員さん

代表の鵜狩さんは医療機器業界に精通した人物です。豊富な
情報とともに幅広い人脈を持ち、研究者・機器メーカーと一
緒になって最新の技術を医療現場へ届けたりもしています。
取引先は治療院・クリニック・病院など1000ヶ所以上。

医
療
用
機
器
・
用
具
を
販
売

情
報
発
信
か
ら
広
げ
て
い
く

商
工
会
議
所
が
発
信
す
る
情
報
に

し
っ
か
り
と
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て

い
い
情
報
を
伝
え
て
い
く
こ
と

そ
れ
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い

創　　業　2004年5月
住　　所
　鹿児島市田上台4-17-14
TEL　099-264-2501

うかり    まさひろ

代表 鵜狩 昌弘 さん（63）
南国医研
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9
月
27
日
、加
藤
博
己
税
理
士
事
務
所
の
加

藤
博
己
氏
を
講
師
に
迎
え
、﹁
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
概
要
と
備
え︵
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
務

対
応
セ
ミ
ナ
ー
︶﹂を
開
催
し
た
。

　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
で
開

催
し
、71
社
１
０
６
名
が
受
講
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、消
費
税
の
基
本
と
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
概
要
、実
務
上
の
注
意
点
を
自
社

が
売
手
の
場
合
と
買
手
の
場
合
に
分
け
て
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、﹁
自
社
が
売
手
の
と
き
、買

手
の
と
き
の
視
点
か
ら
実
務
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
﹂﹁
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考

え
る
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
わ
る
従
業
員

の
教
育
な
ど
時
間
が
な
い
た
め
、急
い
で
準
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
﹂な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

※コロナ感染対策をとった上で開催

〈
2
0
2
2
年
労
働
法
改
正
セ
ミ
ナ
ー
〉

最
新
労
働
法
の
改
正
内
容
や

実
務
対
応
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

9
29

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　
　
　
　
　
実
務
対
応
セ
ミ
ナ
ー

9
27

　
９
月
29
日
、社
会
保
険
労
務
士
法
人
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
小
野
純
氏
を
講
師
に
迎
え
、﹁
２
０
２

２
年
労
働
法
改
正
セ
ミ
ナ
ー
﹂を
開
催
し
た
。

　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
で
開

催
し
、29
社
42
名
が
受
講
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、本
年
改
正
さ
れ
た
労
働
法

の
改
正
概
要
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
法

の
義
務
化
に
向
け
た
自
主
点
検
票
の
活
用
手

法
、産
後
パ
パ
育
休
制
度
の
創
設
に
よ
る
労
使

協
定
締
結
等
に
係
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、﹁
長
時
間
労
働
の
割
増
賃
金

率
の
変
更
な
ど
、会
社
全
体
で
問
題
意
識
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
﹂﹁
今
年
義
務

化
さ
れ
た
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
を
知
ら
ず
対
策

で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、対
応
策
を
学
べ
て

よ
か
っ
た
﹂な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

※コロナ感染対策をとった上で開催

9 アイム 2022.12
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10
月
４
日
か
ら
10
月
24
日
に
か
け
て
、創
業

予
定
者
や
創
業
間
も
な
い
事
業
者
を
対
象
に

か
ご
し
ま
創
業
塾︵
６
回
シ
リ
ー
ズ
︶を
開
催

し
、41
名
が
受
講
し
た
。

　
最
終
日
の
講
義
で
は
、南
洲
総
合
研
究
所
代

表
の
向
江
隆
行
氏
が
、﹁
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作

成
の
基
本
﹂と
題
し
、損
益
分
岐
点
分
析
な
ど

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
に
必
要
な
知
識
に
つ

い
て
、事
例
も
交
え
な
が
ら
解
説
を
行
っ
た
。

受
講
者
は
、講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、

創
業
計
画
書
を
実
際
に
作
成
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は﹁
経
営
を
す
る
厳
し
さ
を
感

じ
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
に
な
っ
た
﹂﹁
創
業

時
の
強
い
思
い
を
忘
れ
ず
に
、事
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
﹂な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

〈
社
会
・
労
働
保
険
の
実
務
講
座
〉

労
務
管
理
の
基
礎
知
識
か
ら

手
続
き
ま
で
わ
か
り
や
す
く
解
説

10

12

10

20

〈
か
ご
し
ま
創
業
塾
〉

創
業
に
向
け
て
41
名
が

必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
学
ぶ

　
10
月
12
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、全
４
回
に

わ
た
り
、社
会
保
険
労
務
士
の
辻
孝
男
氏
を
講

師
に
迎
え﹁
社
会
・
労
働
保
険
の
実
務
講
座
﹂を

開
催
し
、23
社
26
名
が
受
講
し
た
。

　
講
座
で
は
、社
会
保
険
の
し
く
み
を
は
じ
め
、

入
社
・
退
職
の
手
続
き
、従
業
員
の
傷
病
に
係
る

手
続
き
、出
産
・
育
児
に
係
る
手
続
き
、給
与
計

算
等
の
実
務
に
即
し
た
各
種
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
解
説
が
あ
っ
た
。ま
た
、男
性
の
育
児
休
暇
取

得
に
係
る
変
更
点
に
つ
い
て
も
分
か
り
や
す

い
説
明
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、﹁
説
明
も
分
か
り
や
す
く
、

例
示
も
多
か
っ
た
の
で
理
解
し
や
す
か
っ
た
﹂

﹁
基
本
的
な
考
え
方
か
ら
申
請
の
方
法
ま
で
丁

寧
に
説
明
い
た
だ
き
、大
変
勉
強
に
な
っ
た
﹂な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

※コロナ感染対策をとった上で開催

※コロナ感染対策をとった上で開催

10
4

10

24
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鹿児島商工会議所ビル1F

※下記のような利用特典がございます。

◆貸室使用料（平日使用料金・税抜） （単位：円）

貸　室

アイムホール（1/1）
　　〃　　　（1/2）
　　〃　　　（1/4）
第1 会議室
第2 会議室
第3 会議室

面積
（㎡）

274
137
68
46
37
33

人員
（人）

180
81
36
30
24
18

A

9：00～
　12：00

45,000
28,000
20,500
18,500
14,000
13,500

B

9：00～
　17：00

95,000
59,500
40,500
38,500
29,000
28,000

C

13：00～
　17：00

56,000
34,500
23,000
20,500
15,500
14,500

D

17：30～
　21：30

60,500
37,500
27,000
24,000
19,500
17,500

「アイム」は鹿児島商工会議所ビルが人と情報が行き交うビルになることを願って、「出逢い

は自己紹介から始まる」ことに着眼し、英語の「I’m」（私は）と命名したものです。Iにはイン

フォメーション、インテリジェント、mにはメトロポリス（中心地）、ミート（出会い）などの意味が

込められています。

WEB会議用モニターもご用意しております。

2022年1月より、アイムホール・貸し会議室にて、無料wi-fiをご利用いただけるようになりました。

11 アイム 2022.12

　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
の
約
６
割
を
占
め
る
容

器
包
装
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
を

つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
を
減
ら
し
、

資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
法
律
で
す
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、﹁
再
商
品
化
︵
リ

サ
イ
ク
ル
︶
義
務
の
あ
る
特
定
事
業
者
﹂

に
該
当
す
る
事
業
者
は
、﹁
容
器
﹂﹁
包

装
﹂の
利
用
量
、
容
器
の
製
造
等
の
量
に

応
じ
て
、
再
商
品
化
義
務
を
負
う
も
の

と
さ
れ
、
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
に
再
商
品
化
の
委
託
申
し
込
み
を

行
い
、
委
託
料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、

再
商
品
化
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。た
だ
し
、
小
規
模
事
業
者
は
除

き
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
で
は
、
再
商
品
化
委

託
契
約
申
込
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
難
し
い
方

な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
委
託
申
込
先
】

鹿
児
島
商
工
会
議
所
　
経
営
支
援
二
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
４

【
再
商
品
化
委
託
申
込
期
間
】

令
和
４
年
12
月
７
日︵
水
︶か
ら

令
和
５
年
２
月
10
日︵
金
︶ま
で

※
小
規
模
事
業
者
と
は

常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が

○
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
、
か

つ
売
上
高
７
千
万
円
以
下
の
事
業
者

○
製
造
業
な
ど
は
20
人
以
下
、
か
つ
売
上

高
２
億
４
千
万
円
以
下
の
事
業
者

※

商
品
の
販
売
に
　
　
　
　
　
　
　
　
を
利
用
す
る
事
業
者
や

　
　
　
　
　
　
　
容
器
を
製
造
し
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

〜
令
和
5
年
度
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
委
託
申
込
受
付
の
ご
案
内
〜

容器

包装

●法律の概要、再商品化の義務を負う事業者に該当するか
　の判断などに関する相談
　(公財 )日本容器包装リサイクル協会 コールセンター
　電話 03－5251－4870
●委託申込関係書類の請求、書類記入やオンライン手続きに
　関するお問合せ先
　(公財 ) 日本容器包装リサイクル協会 オペレーションセンター
　電話 03－5610－6261
詳しく知りたい方は協会ホームページを
ご確認ください。
　　　　　　　　　　詳しくはこちら▶

【お問い合わせ先】
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鹿
児
島
商
工
会
議
所
観
光
・
飲
食
・
交
流

部
会
な
ど
で
は
、
令
和
5
年
１
月
28
日

︵
土
︶
〜
2
月
23
日
︵
木
︶の
期
間
、県
内
の

飲
食
店
や
ホ
テ
ル
・
加
工
食
品
事
業
者
が

桜
島
大
根
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品

を
提
供
す
る﹁
桜
島
だ
い
こ
ん
フ
ェ
ア
﹂を

開
催
し
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

　
鹿
児
島
県
内
の
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
・
加

工
食
品
事
業
者
等
を
対
象
に
本
フ
ェ
ア
の

参
加
店
・
企
業
を
募
集
し
ま
す
！

〇
参
加
条
件

　
期
間
中
﹃
桜
島
大
根
﹄
を
活
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、P
R
を
図
る
こ
と
。

　︻
昨
年
度
メ
ニ
ュ
ー
例
︼

　
　
・
ブ
リ
大
根

　
　
・
桜
島
大
根
餃
子

　
　
・
桜
島
大
根
カ
レ
ー
　
な
ど

〇
参
加
対
象

　
鹿
児
島
県
内
の
ホ
テ
ル
・
飲
食
店
・
加
工

食
品
事
業
者
な
ど

〇
参
加
費

　
無
料
　

〇
応
募
方
法

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
F
A
X

　
︵
下
記
Q
R
コ
ー
ド
よ
り
F
A
X

【桜島だいこんフェアHP】
↑申し込みはこちら↑

第
3
回

桜
島
だ
い
こ
ん
フ
ェ
ア

　
　
　
　
参
加
店
募
集

鹿児島市食育推進
キャラクター
「でこん丸」

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
鹿
児
島
県
人
権
同
和
対
策
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
８
６
︶２
５
７
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９︵
２
９
６
︶５
５
４
３

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所 
企
画
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
１
１

フ
ォ
ー
ム
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︶

　
フ
ェ
ア
の
Ｐ
Ｒ
や
専
門
家
を
招
い
た
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
を
通
じ
て
参
加
店
・
企
業

の
皆
様
の
売
上
拡
大
、
販
路
開
拓
を
支
援

し
ま
す
。

〜
昨
年
度
の
様
子
〜

　
第
2
回
は
、
県
内
の
約
1
0
0
店
舗
に

参
加
頂
き
、
令
和
4
年
１
月
29
日
〜
２
月

23
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
桜
島
大
根
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

や
料
理
教
室
は
予
定
通
り
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
広
報
活
動
に
よ
り

参
加
店
の
売
り
上
げ
拡
大
、
桜
島
大
根
の

認
知
度
向
上
に
寄
与
し
ま
し
た
！

鹿児島市堀江町17-1　TEL 099-226-2600

いづろ今村病院 115床 13診療科及び人間ドック

『予防に勝る医療なし』をモットーに疾患の早期発見・早期治療へ
　少子高齢化が進む中で働く人々の健康管理は、企業の健康経営に必須で、
今後さらに重要になってきます。当院の健康管理センターは、診療科の高い
専門性をベースに、ご利用いただいている多くの個人・企業のお役に立てる
ように努めてまいります。婦人科検診、マンモグラフィー検査、土曜日の
人間ドック・健康診断も可能です。お気軽にご相談ください。

会員割引あり

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
で
す
。

　
人
権
週
間
は
、昭
和
23
年
12
月
10
日
の

国
連
総
会
に
お
い
て﹁
世
界
人
権
宣
言
﹂が

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
国
に
お
い

て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、今
年
で
74
回
目

と
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
部
落
差
別
を
は

じ
め
と
し
て
、女
性
、こ
ど
も
、高
齢
者
、障

害
者
、外
国
人
、性
的
指
向
及
び
性
自
認
等

に
関
す
る
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在

し
て
お
り
、さ
ら
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
誹
謗
中
傷
、
感
染
症
等
に
関
す
る
偏
見

や
差
別
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
が
生
じ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
問
題
を

﹁
自
分
自
身
に
も
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
﹂と

し
て
受
け
と
め
、
身
近
な
人
権
問
題
に
つ

い
て
関
心
を
持
ち
、
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

づ
く
り
の
た
め
、こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
あ
な
た
の
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

鹿
児
島
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
第
74
回
人
権
週
間
」で
す

昨年度の料理教室の様子



【問い合わせ】鹿児島商工会議所 企業支援部企業支援課　☎099－223－0011
　　　　　　 ホームページ　http://www.kagoshima-cci.or.jp/?p=41
　　　　　　 （委託保険会社）アクサ生命保険株式会社　大同生命保険株式会社　
　　　　　　　　　　　　　　住友生命保険相互会社　  日本生命保険相互会社

特定退職金共済制度

事業主が負担する掛金は、損金または必要経費に計上
できます。
（所得税法施行令第64条、法人税法施行令第135条）

掛金は従業員1人につき月額1口（1,000円）から
30口（30,000円）まで、全額事業主負担となります。

中小企業退職金共済制度との重複加入も認められます。
ただし、他の特定退職金共済制度との重複加入は
認められません。

加入できる事業所

・期間を定めて雇われている方・試用期間中の方
・季節的な仕事のために雇われている方
・パートタイマーのように労働時間の特に短い方
・非常勤の方・休職中の方

★鹿児島商工会議所地区内にある事業所。

加入できる従業員

★満15歳以上85歳未満で、事業主や事業主と
　同一生計の親族、役員ではない方。

加入時の注意点

制度の特色

従業員の退職金
準備のために

★原則として、全ての従業員を同意を得た上で加入さ
せなければなりません。ただし、次のような方は加
入させなくても差し支えありません。

退職金制度の確立は、従業員の勤労意欲を高めるとともに人材確保や雇用の安定につながります。
将来必要となる資金を計画的に備えるためにご活用ください。
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